しあわせ　　　　　　　　　　　　　　さく：しまざきとうそん

「しあわせ」がいろいろないえへたずねていきました。
　だれでもしあわせのほしくないひとはありませんから、どこのいえをたずねましても、みんなおおよろこびでむかえてくれるにちがいありません。けれども、それではひとのこころがよくわかりません。そこで「しあわせ」はまずしいまずしいこじきのようななりをしました。だれかきいたら、じぶんは「しあわせ」だといわずに「びんぼう」だというつもりでした。そんなまずしいなりをしていても、それでもじぶんをよくむかえてくれるひとがありましたら、そのひとのところへしあわせをわけておいてくるつもりでした。
　この「しあわせ」がいろいろないえへたずねていきますと、いぬのかってあるいえがありました。そのいえのまえへいって「しあわせ」がたちました。
　そこのいえのひとは「しあわせ」がきたとはしりませんから、まずしいまずしいこじきのようなものがいえのまえにいるのをみて、
「おまえさんはだれですか。」
　とたずねました。
「わたしは「びんぼう」でございます。」
「ああ、「びんぼう」か。「びんぼう」はうちじゃおことわりだ。」
　とそこのいえのひとはとをぴしゃんとしめてしまいました。おまけに、そこのいえにかってあるいぬがおそろしいこえでおいたてるようになきました。
「しあわせ」はさっそくごめんをこうむりまして、こんどはにわとりのかってあるいえのまえへいってたちました。
　そこのいえのひとも「しあわせ」がきたとはしらなかったとみえて、いやなものでもいえのまえにたったようにかおをしかめて、
「おまえさんはだれですか。」
　とたずねました。
「わたしは「びんぼう」でございます。」
「ああ、「びんぼう」か、「びんぼう」はうちじゃたくさんだ。」
　とそこのいえのひとはふかいためいきをつきました。それからかってあるにわとりにきをつけました。まずしいまずしいこじきのようなものがきてにわとりをぬすんでいきはしないかとおもったのでしょう。
「こっ、こっ、こっ、こっ。」
　とそこのいえのにわとりはようじんぶかいこえをだしてなきました。
「しあわせ」はまたそこのいえでもごめんをこうむりまして、こんどはうさぎのかってあるいえのまえへいってたちました。
「おまえさんはだれですか。」
「わたしは「びんぼう」でございます。」
「ああ、「びんぼう」か。」
　といいましたが、そこのいえのひとがでてみると、まずしいまずしいこじきのようなものがおもてにたっていました。そこのいえのひとも「しあわせ」がきたとはしらないようでしたが、なさけというものがあるとみえて、だいどころのほうからおむすびをひとつにぎってきて、
「さあ、これをおあがり。」
　といってくれました。そこのいえのひとは、きいろいたくあんのおこうこまでそのおむすびにそえてくれました。
「ぐう、ぐう、ぐう、ぐう。」
　とうさぎはたかいいびきをかいて、さもたのしそうにひるねをしていました。
「しあわせ」にはそこのいえのひとのこころがよくわかりました。おむすびひとつ、たくあんひときれにも、ひとのこころのおくはしれるものです。それをうれしくおもいまして、そのうさぎのかってあるいえへしあわせをわけておいてきました。
